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社会科における 生きる力をはやくむ 指導の工夫 
  歴史的分野の 問題解決的な 学習を通して   

浦添市立港川中学校教諭 和 @ ，日 福 政 彦 

[ 要 約 ] 

本研究は問題解決的な 学習を通して ，社会科における 生きる力をはぐくむための 指導の工夫をテーマ 

に ，理論研究とそれに 基づいた身近な 地域の歴史的事象を 取り上げ，問題解決的な 学習の授業展開を 試 

みた。 その結果，生徒らが 主体的に問題解決に 取り組み，社会事象や 身近な地域への 興味・関心が 高ま 

り ，歴史的思考力， ぃ ねめる社会科における 生きる力をはやくむことができた。 

  回生きる力 コ 問題解決的な 学習 ロ地域素材の 教材化 

回歴史学概俳を 獲得させるケーススタディ 

@  テーマ設定の 理由 

1 9 9 8 ( 平成 1 0) 年 1 2 月に告示された 中 した問題に対して 主体的に思考・ 判断・行動する 

学校新学習指導要領では「生徒に 生きる力をはぐ ことによって 問題を解決していかなければならな 

く むこと」を目指し ，「体験的な 学習や問題解決 い 能力が，「生きる 力 」の知的側面であ る。 そし 

的な学習」と「生徒の 興味・関心を 牛かし，自主 てその能力は ，問題解決的な 学習過程ではやくみ 

的 ，自発的な学習が 促される 且夫 をすること」が たい資質や能力と 同じであ る。 

重視されている。 特に今回は ， 目ら学ぶ意欲 やキ したがって社会科における「生きる 力 」をはぐ 

休日りに学ぶ 力 を身につけるとともに ，自らの 力 で くむためには ，「社会事象に 対する興味・ 関心を 

論理的に考え 判断する 力 ，自分の考えや 思 いを 内 高めるためにはど う すればよいのか」という 教科 

確に表現する 力 ，問題を発 兄し 解決する能力など 基盤をしっかりしなければならない。 ここでは 歴 

の 育成か図れるような 教育活動の積極的展開か 宋 史的分野を通して 進めるが，歴史学習の 意義は社 

められている。 また現代は情報社会であ り，必要 会の事物・事象を 空間的に考察し ，同時に時間的 

な 情報はいつでも 簡単・に千に 入れることかできる な考察を加えることによって ，社会認識を 深めさ 

ように思われるか ，問題解決をするためには 様々 せ ，それをもとに 日々の生活をより 有意義で充実 

な手段で情報を 収集する能力や ，その 情 服を問題 したものへと 創造していくことができる 生徒を育 

解決のために 取捨選択して 活用する能力を 身につ てることであ る。 すなむち生徒自らが 歴史をたぐ   

ける必要かあ る。 り 寄せていく歴史学習は ，「 生 ・きる 力 」をはぐく 

ところでⅡ頃 の学習活動の 生徒たちは，結果た めには適当であ る。 その中で地域素材を 教材化す 

け買 えることに終始し ， 学んた知識はテストでし ることによって ，生徒たちの 興味，関心かますま 

か 役に立たず，実際の 社会的事象には 無関心で ， す 高まり，問題を 把握する 力 ，様々な資料を 活用 

問題意識をもてないという 受動的な生徒 か 増えて して多面的・ 多角的に考える 力 ，適切に表現する 

いる。 カ といった歴史的思考力，いわゆる 社会科におけ 

これからの社会は 変化の激しい 先行き不透明な る「生きる 力 」かは く くまれるたろうと 考え ，木 

ロきィ 氏であ り，生徒たちはこれまで 予想、 もできなか テーマを設定した。 

った 様々な問題に 血面するであ ろう。 その直面 
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ll 研究の目標 

社会科 ( 歴史的分野 ) の間頭解決的な 学習を通 

して，社会事象に 対する興味・ 関心を高め，社会 

科 における「生きる 力 」をはやくむための 指導を 

工夫する。 

Ⅲ 研究の仮説 

Ⅰ 基本仮説 

社会科 ( 歴史的分野 ) の間 題 解決的な字 習 を通 

して，生徒たちの 興味・関心か 高まり，社会科に 

おける「生きる カ 」かはやくまれるであ ろう。 

2  作業仮説 

(1)  提示する教材内容が ， ①誰でも容易に 

理解できるもの ，②意外性のあ るもの， 

③追究・探究心をくすぐるもの ，④内容 

に発展性のあ るものであ れば，生徒の 興 

昧 ・関心が高まり ，円ら学習するテーマ 

設定かしやすくなるであ ろう。 

(2)  既習事項をもとに 見通しをもたせ ， 口 

己 解決できるような 指導を工夫すれば ， 

学習意欲が高まり ，社会科における「生 

きる 力 」が育つであ ろう。 

(3)  地域素材を教材化し ，年間指導計画に 
位置づけ，系統的に 学習することで ，琉 

球。 沖縄 史 と世界・日本史との 関連か理 

解でき，地域に 対する理解か 深まり地域 

社会を大切にする 態度か育っであ ろ       

lV  研究の内容 

「 社会科における「生きる 力 」 

( 1 )  「生きる 力 」の概俳と背景 
「生きる 力 」とは，これからの 変化の 

激しい社会においていかなる 場面でも他 

人と協調しつつ 日立的に社会生活を 送っ 

ていくために 必要となる人間としての 実 

践 的な力であ る。 それは生きていくため 

の「知恵」とも L.) えるので，「生きる 力 

」の 屯要 な要素として ，次のことがあ げ 

られる。 

0  自分で問題を 見つけ，自ら 考え ， 自 

ら問題を解決していく 資質や能力。 

0  理性的判断力や 合理的精神だけでな 

く，美しいものや 自然に感動する 心と 

いった豊かな 感性。 

0  正義感や公正さを 重んじる 心 ，生命 

を大切にし，人権 を尊重する方などの 

基本的な倫理観 や ，他人を思いやる 心 

の 優しさ，相手の 立場になって 考えた 

り，共感することのできる 温かい 心 ， 

ボランティアなど 社会貢献精神。 

0  生涯にわたる 健康な生活とたくまし 

い 体をはぐくむ。 

そこで，「生きる 力 」の育成を車 祝 す 

る 背景を ニ ・ っ あ げてみる。 

一つは，知識・ 技能偏重の教育への 反 

省 であ る。 その結果，断片的な 知識を多 

く持っていても ， 口 らの生き方につなが 

るものではなかった 点であ る。 

二つのは，これからの 手力 は， 自ら学 

ぶ 意欲や思考力・ 判断力，表現力などか 

大切にされなければならないという 社会 

全体の要求であ る。 こうした 学 力こそ， 

「 生 きる力」の資質や 能力となるもので 

あ り，人間として 他人と関 ねり ねから生 

きていくうえで 欠かせないものであ る。 

。 目糞 - 一変化の激し -L- 一一一一一，』 L¥ 先行き不透明な % 時代 ろ - づ """""" 一 """"" 一 " 
図「・ 生きる 力 
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(2)  新指導要領にみる「生きる 力 」 
中学校社会科は「広い 視野に立って ， 

社会に対する 関心を高め，諸資料に 基づ 

いて多面的・ 多角的に考察し 我が国の国 

土 と歴史についての 理解と愛情を 深め， 

公民としての 基礎的教養を 培い，国際社 

会に生きる民主的，平和的な 国家・社会 

の形成者として 必要な公民的資質の 基礎 

を養う」ことを 教科の目標としている。 

「公民的資質の 基礎を養う」ということ 

は ，社会生活についての 理解をもとに 自 

分なりの社会的なものの 見方や考え方を 

もって，これからの 社会を主体的に 生き 

ることのできる カ そのものを示している 

ことから，社会科が 生徒の「生きる 力 」 

をはく く むことに寄与する 部分か多 い 教 

科であ るといえる。 

(3)  「生きる 力 」をはぐくむ 社会科の授業 

の 改善 

① 改善の視点 

「生きる 力 」をはやくむことをねらい 

として社会科の 授業改善に取り 組む際， 

次のような具体的な 改善の方向づけが 必 

要となる。 

0  聞くことの多い 授業から自分で 働き 

かける授業へ 

0  覚えることの 多い授業から 活動する 

ことの多い授業へ 

0  知識を増やす 授業から知恵を 働かす 

授業へ 

0  答える一方の 授業から自分の 考えを 

もっ授業へ 

0  一人の教師から 教わる授業から 複数 

の教師から教わる 授業へ 

0  教わろうとする 授業から自分の 生き 

方を考える授業へ 

っまり生徒の 立場からの授業改善を 行 

い ，授業の対する 受動的なイメージを 払 

賦 しなければ「生きる 力 」は身に付かな 

いと考える。 同時に，学習形態や 教材の 
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0  生徒の関心と 必要に動機づけられ 

た教材。 

0  生徒なりの考えを 生かして，意志 

決定かできる 教材。 

0  生徒が感じたことや 疑問に店、 っ た 

ことをそのままぶつけられる 教材 0 

0  生徒にとって 具体的であ る教材。 

0  生徒の生活と 関わりの深い 教材。 

以上の条件，から 教材の開発に 際して 

は ，山徒の既有の 経験や知識，能力等 

を十分に把握した 上で，教材の 選択 や 

配列を工夫することが 大切であ る。 

2  「生きる 力 」としての問題解決的 力 
(1 )  問題解決的な 学習の概俳と 背景 

湾花軋 - 、 、 ポ   

  
v@@ 問題 蛾如吋 な学習で 
Ⅰ - は ・   ー ｜ 体力 、、ミ 
図 2. 問題解決的な 学習 

問題解決的な 学習とは，知識の 教え込 

みを排し，山徒ひとりひとりが 自らの問 

題意識に即して 学習問題をとらえ ，問題 

解決に主体的に 取り組み，思考を 働かせ 

て，その解決のためのガ 法を追究する 学 

習形態であ る。 「問題解決の 思考過程」 

を歩むことによって ， 生きて働く知識を 

獲得し，科学的な 思考力を形成しながら 

「自分なりの 考え」をもち ，その考えを 

他者とよりよく「関わり 合い」ながらさ 

らに思考を深めることを 目指しており ， 

新学習指導要領にもその 内容が盛り込ま 

れている。 

そこで「問題解決的な 学習」を重視す 

る社会背景をあ げてみる。 

これからの社会は 変化の激しい 時代で 

あ り，生徒たちはこれまで 予想もできな 

かった様々な 問題に直面し ，それに対し 

て主体的に思考・ 判断・行動することで 

問題解決を図らなけれはならない。 将来 

をよりよく生きていくための 能力の育成 

を社会全体が 求めており，その 能力とは 

問題解決的な 学習によってはやくまれる 

能力そのものであ る。 

(2)  新指導要領にみる 問題解決的な 学習 
社会科は問題解決的な 学習過程を屯 規 

する教科であ り，その学習モデルとなる 

教科として戦後発足した 教科であ る。 

そこで新学習指導要領中学校社会科で 

は，生徒に基礎的・ 基本的な内容が 確実 

に 習得されるようにすることを 前提とし 

て，問題解決的な 学習を積極的に 取り入 

れ，先述した 将来をよりよく 生きていく 

ための能力の 育成を目指している。 した 

がってこれからの 社会科は，問題解決的 

な学習を基盤として 社会認識を深め ，そ 

れをもとに，日々の 生活をより有意義で 

充実したものへと 創造していくことかで 

きる生徒を育てる 教科になるといえる。 

(3)  問題解決的な 学習過程と指導の 工夫 
問題解決的な 学習は学習過程 か 明確に 

なっていなければ ，生徒は円ら 問題を見 

つけ，その解決に 取り組むようにはなら 

ない。 そこで次のような 社会科における 

問題解決的な 学習を組み立てていく 四つ 

の段階が考えられる。 

① 学習問題に気づく 段階 

新しい事実に 出会わせ，生徒の 既有 

の知識や経験とのずれを 起こさせる段 

階であ る。 このすれが「どうしてたろ 

う 」などの内発的動機を 高めることに 

なる。 こうした動機づけに 支えられた 

活動によって ， 学 習問題を自分の 問題 

ぷ
ダ
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としてとらえ ，解決しようとする 欲求 

が高まっていく。 この段階は問題解決 

的な字 習 過程で重要なところであ り， 

学習の方向付けや 成果は，この 段階で 

生徒 か 主体的な行動かできるかどうか 

か決め手となるので ，次の指導の 工夫 

か必要となる。 

0  既 有の経験や知識との 共通点や相 

遠点を考えさせる。 

0  何が問題点なのかを 考えさせる。 

② 学習問題に対して 推論を立てる 段階 

「自分ならこ う 思 う 」「おそらく 0 

0 ではないか」「この 前学習したあ の 

考えを使えは 解決できるかも」という 

よ う に，既習したことをもとに 推論を 

立てることができるよ う に教師側は支 

接 する。 この段階の具体的な 指導の工 

夫として，問題を 解決するために 実行 

可能な計画を 考えさせるようにする。 

③ 学習問題を追究する 段階 

先に立てた推論を 検証する段階であ 

る。 学 習問題の解決に 向けて既習した 

ことや 既 有知識，解決の 方法を m い， 

「あ のガ法ならは 解決できる」「この 

所学んだことを 使えは疑問か 解ける」 

というように 解決に取り組ませるよう 

に教師側は以下の 具体的な支援が 必要 

であ る。 

0  個性を生かした 役割分担を考えさ 

せる ( グループ学習の 場合㌔ 

0  生徒の主体，性を 生かすために 問題 

を多面的・多角的にとらえさせ ， 新 

しいものの見方ができるように ，指 

導・助言していく。 

0  グループ学習を 取り入れることで 

生徒が問題発見や 追究の場面などで 

白らの考えを 出しやすいように 配 ． 慮 

する。 

0  生徒ひとりひとりの 学習活動への 

取り組みを観察し ，そのかんばりを 

共感的に見取るとともに ，支援に生 

かしていく。 

④ 学習問題をまとめ ，発表する段階 

先に追究して 調べたことを 自分なり 

の表現方法を 用いてまとめ ，発表する 

段階であ る。 「なるほど，こうい う こ 

とか」「級友の 意見を聞いて ，も う一 

度 考え直したい」「これをもっと 調べ 

てみたい」というように ，調べて付か 

ったことや発表して 気づいたこと ， 新 

たに疑問として 残り，もっと 調べてみ 

たいことなどをまとめていくように 教 

師側は以下の 具体的な支援をする。 

0  対象となる問題の 特徴を他と比較 

しながら考えさせる。 

0  意見発表や問題追究の 場面など 学 

習 活動全般にわたって ，生徒ひとり 

ひとりの活動に 適切な支援 ( 賞賛・ 

助言・励まし ) をおこなう。 

0  自己評価や相互評価カードなどを 

活 m し 生徒ひとりひとりのよさや 可 

能性を見取り 次の学習へつなげる。 

社会科における 問題解決的な 学習を紬 

み 立てていく四つの 段階は，教師のねら 

いや学習環境，生徒の 実態に即して 様々 

な学習形態が 考えられる。 したがって 問 

題 解決的な学習に 取り組む場合，「学習 

内容 か 生徒の興味・ 関心に即したものか 

」「学習時間数は 確保されているか」「 学 

習 教材や学習環境は 適正か」などの 検討 

も必要になる。 

3  地域素材の教材化 

( 1 )  地域素材を教材化する 意義 
① 生徒にとって 身近であ る 

教材 か 身近であ るということは ，そ 

れらに親しみをもって 接することかで 

きるというたけではなく ，自分自身や 

自分の生活との 関わりで考えたり 調べ 

たりすることかできる。 

生徒は教材化された 身近な社会事象 
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との出会いを 通して，地域理解を 深め 

るようになるとともに ，このような 学 

習を通して，生徒は 地域 ぉ f 会の一員と 

しての 口覚 をもち f 地域社会に対して 誇 

りを抱くようになる。 

② 「螺旋的 ( スパイラル ) 拡大」をお 

こ な う 

0  自分なりに学習計画を 立て，見通 

しをもって問題を 追究できる教材。 

0  生徒が自ら進んで 調べ，観察し ， 

創意をもって 表現できる内容が 含ま 

れた教材。 

0  学習を通じて ，豊かで多様な 社会 

的見方、 考え方か養え ，学習の発展 

性 が含まれた教材。 

0  学習問題の解決によって 地域社会 

に関心をもち ，地域社会の 一員とし 

て 関わっていこうとする 態度が培わ 

れる教材。 

4  新課程における 社会科 ( 地理的   歴史的分野 ) 

の指導計画 

(1 )  現行，移行 期 ・新課程における 授業時 
数の比較 

図 3    地域教材の螺旋的 ( 川 ， ィ訓 ) 拡大 

「螺旋的 ( スバイラル ) 拡大」とは， 

既習事項を基礎として 必要な知識を 積 

み - Ⅱげることによって 問題解決を図る 

「階段型」と ，学習の対象や 経験の場 

を拡大していくことによって 問題解決 

を図る「同心円型」の 複合型であ る。 

学 習の対象や経験の 場を身近な地域 

を基盤として ，そこで得た 必要な知識 

の積み上げを 繰り返し行うことによっ 

て ，学習の対象や 経験の場を拡大させ ， 

さらに教師等の 支援や他者からの 認知 

などの外的要因によって 問題解決 力か 

高まるのであ る。 

(2)  地域素材の教材化のポイント 

0  生徒の身近にあ る地域素材を 取り 
上げた教材。 

0  自分との関わりから 興味・関心を 

もって追究，問題把握できる 教材。 

0  円分の カ で解決できる 学習問題か 

含まれている 教材。 

2 0 0 2 0 平成 1 4) 年度に完全実施 

される新教育課程の 地理的・歴史的分野 

の授業時数は ，基礎，基本的事項の 確実 

な修得と内容の 精選で次の通りになる。 

表 「・社会科 ( 鵬的 小史 朋 9) の授業時数 

社会㎝ 到 まだは 鰍嚇靭 

窮 策 現 ノー ⅠⅠⅡ 1 4 0 時間 

二ま一 ㍻ 12 報 1 4 0 時間 

た ( 現 47 ￥ ヨ 指導要 舘 l;F 下しな "(6105 

学は学 ㍻ 帖窩 軽で @ ラ ;) 

年 年 二成 14 報 1 0 5 時間 

(2)  新課程に基づく 歴史的分野の 年間指導 

計画 ( 試案 ) 

地域史を関連または 特設教材として 系 

統的に扱うことによって ，日本や世界の 

歴史との関連を 考察する手かかりを 見 け 

だし，地域を 理解することか 考えられる。 

み
ぴ
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1 頁 目 中 1 真 日 ⅡⅠ I 頁 目 備 考 

0 流れと 歴史の流れ (6)  歴史の流れ ①歴史を学ぶにあ たって 

或の歴史 ②～⑥歴史の 中の人物 

(1  2) 
地域の歴史 (6)  身近な地域の 歴史 ㊥ 鮭鱒 身近 緩 地域 ぬ 礎盤 

  

①人類の誕生とそ 

㊤溝川 災   
①中国の古代文明 

②   

現
 

生
 

出
 

 
 

の
 

 
 

明
 

類
 

文
 

人
 

 
 

 
 

日
 
本
 （
 
Ⅱ
 

で
い
 

D
 

ま
  

 
4
 
 
 

と
明
 

現
文
 

山
代
 

の
古
 

類
 
人
 

のくらし 

    

( ま ま桧離 のぼ 肋 

( 稲作の伝播 ) 

①邪馬台国から 大和朝廷 へ   

①古墳と信仰   

国家   の形成 (3) 東アジア   
古墳の広   
大和朝廷 

との 

 
 

寸
コ
 
、
 
 
 

統
 

 
 

る
 

か
 
 
 

り
 

まり 

  

㊦ 渡薬人め 役割           によ 

 
 
Ⅰ
 
遺
 

と
 

③
 
牙
 

律 ム
 
%
 

 
 

  国家 子
 
太
 
徳
 
聖
 

  の 政治から 摂関政治 ョ ・唐の政治とそ 

; 徳 太子の政治 

; 化の改新 

目合国家の確立 

き関 政治 

  の 交流 

文化の国 風化 (1 ) 文化の国風化 ①仏教の影響を ぅけ   た 文化 

  

㊤鎌倉幕府の 成立 

②光冠 

③南北朝の争 い 

④室町幕府の 成立   

①日明貿易 

武家社会の展開 鎌倉   幕府と室 町 幕府 

(7   

  

  
東アジア世界 

  
とのかかわりと 

戦国時代 ② 瓶球 王国の成立 

③応仁の乱から 戦国時代へ 

中世の文化 ①室町文化 

②室町文化にふれる ( 茶道 )   
農村と都市の 生活 ① 農 ・商工業の発達 

②農村の自治 

③都市の自治 

中世日本の社会と 

文化 (5) 
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近世の日本 

(1 7) 

近 現代の日ホ 

と 世界 (4 3) 

戦国の動乱 (2) 

 
 に
業
 

臣
事
 

曲
玉
 一
 

、
統
 

田
 
織
 

江戸幕府 (6) 

 
 
社
化
 

の
文
 

時
代
 

一
 
p
 
芳
工
 

欧米諸国の接近と 

幕府の改革 (4) 

勒
 
㈲
 

故
山
 

の
産
 

国
界
 

諸
世
 

米
 
欧
 

明治維新 (5) 

 
 

と
け
 

化
儀
 

代
関
 

近
際
 

 
 
日
 

戦国時代とヨーロッパ 人来航 

来
 
一
五
 

 
 
の
 
教
 

現
ト
 

出
ス
 

の
 
り
 

名
キ
 

大
と
 

国
砲
 

戦
鉄
 

①
②
 

織田・豊臣の 天下統一と文化 

    
⑧織田 佑 畏め 麒綴 

め % 強 持懸栂荻籠 

江戸幕府の成立と 政治・外交 ①江戸幕府の 成立 

②大名や朝廷・ 公家の統制 

③身分制度確立と 農民・町人の 統制 
の鎖国 

  ⑥ 緩辮 脚註 i; よ盗俺球支ぬ     

達
 
発
化
 

の
文
 

通
人
 

交
町
 
と
 

棄
 
市
 

産
都
 

⑥松前 藩 による蝦夷地の 支配 

①農業の進歩と 諸産業の発達 

②交通と都市の 発達 

③町人文化 ( 元禄・化政 ) 

欧米諸国の接近と 

幕府の政治改革 

  
新しい学問・ 思想の動き 

市民革命，産業革命 

  

欧米諸国のアジアへの 進出と 

開国 

新政府の諸改革と 人々の生活 

①貨幣経済と 百姓 一接 

②享保の改革と 田沼意次の政治 

③寛政の改革と 天保の改革   
①国学と蘭学 

①イギリスの 革命 

②フランスの 革命   

①アジアの植民地化   
③幕府の滅亡     ③ ぺり弩鏑韻 

革
 
改
 
の
 
制
 
税
 

制
 

新
巣
 兵
 

雅
直
・
 

治
 
藩
制
 

 
 

破 新政徳 卸 雑文題 転班碓淀     

鰯艶朗迦緩笘 ; 遮綴 適職 暉鯛 

自由民権 運動と大日本帝国 

憲法の制定 

  

①自由民権 運動 

②政党のおこりと 農民 

③沖縄 綾寮回民糟 運動           

④大日本帝国憲法と 帝国議会の開講   
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日清，日露戦争と 条約改正 ①日清戦きと 強国の中国侵略 

③日露 我鰍磁襄紛改睡 

③日本の植民地支配 

近代産業の発展 日本の産業革命と 国民生活の①日本の 産業革命 

(4) 変化 ②社会問題の 発生 

③             撰罠緩 地獄             遷毯穂 ;; 雛磁鰯 
④近代文化の 形成 

第一次世界大戦前 第一次世界大戦とアジアの ①大戦の背景と 日本の参戦 

後の国際情勢 民族運動 ②ロシア革命と 日本 

く 7) ③ベルサイユ 条約と国際連盟 

④アジアの民族運動と 日本   
大正デモクラシー ①米騒動と高まる 社会運動 

②政党政治と 普通選挙制 

③大正時代の 文化 

第二次世界大戦ま 軍部の台頭と 日中戦争 ①世界恐慌とファシズム 

での日本 ②満州事変と 国際連盟脱退 

(8) ③日中戦争   
第二次世界大戦 の 第二次世界大戦のはじまり 

アジア太平洋戦争 ②アジア太平洋戦争 

③ 車進瑚簗 田猟 構   
⑨沖縄 緩 

⑤広島・長崎の 原爆投下 

戦後日本の成長と 民主化と国際社会への 参加 ①連合国の占領政策   
国際関係 (3) ⑧ 覇擦 連綴 遼籠戦 

③戦後 瑚婁餓樽と 翻本 め畿鞘               
高度成長以降の 日 現代の世界・ 日本の問題点 ① 雙 後の鈍       窩 

本社会と世界 ① 滞窩姦 翻本復           姦 

(4) ③ 石 ; 由 ショック 

④現代の世界情勢 

総 計 9 4 手 昆昇 ( 定期テスト 5 時間と 3 時間の補充・ 深化は除く ) 
( そのうち身近な 地域の歴史との 関連は 2  6  甘寺昆昇 ) 

一は 身近な地域 ( 琉球・沖縄 ) の歴史との関連または 特設授業 
一 9 一 タグ 



V  研究の拐 E ョ践 

]  単元 名 

地域の歴史 ( 身近な地域の 歴史 一宮古，サンシイ 事件を通して 一 ) 

2  単元目標 
身近な地域の 歴史を調べる 活動を通して ，歴史の学 び 方を身につけさせるとともに ，地域への関心 

を 高め，地域の 具体的な事例との 関わりの中で 日本または世界の 歴史を理解させる。 

3  単元の設定理由 

( 1 )  教材 観 
2 1 世紀を目前に 控え，歴史教育も 大きな視点の 転換期にさしかかっている。 それは学び方 

や 調べ方にかかわる 知識を，生徒に 身につけさせる 大切な知識として 明確に付置づけられた 点 

てあ る。 

ここでは，イギリスの 歴史教育ではじめに 行われる「マーク・ピューレンの 謎」という教材 

内容を「サンシ ィ 事件」にアレンジ し ，新課程の年間指導計画 ( 試案 ) に基づいて授業を 行 う 。 

この教材開発の 視点は ， 

0  史料とは調査によって 裏 付けをとるものであ るという概念 ( 史料の基本的・ 性格 ) を理解 

させる。 

0  史料を科学的に 分析し，それを 情想 性 のあ る解釈をする 経験を持たせる。 

0  史料から導かれた 様々な推論は 仮説的なものであ ることを理解させる。 

0  出来事を解釈する 際の目撃証言の 重要性を正しく 理解させ，史料中にあ る矛盾に気づか 

せることであ る。 

つまり，歴史学の 学問概俳を獲得させるためのケーススタディとして 位置づけ，歴史的知識 

か 獲得されたかどうかではなく ，それを獲得する 手段を身につけたかどうか ，また，それら 知 

識を論理的に 関係づけて歴史観を 構成できたかどうかという「歴史的思考力」の 育成に重点が 

置かれている。 その中で身近な 地域の歴史的事象であ る「サンシイ 事件」にふれることによっ 

て 琉球，沖縄の 歴史 か 当時の日本や 世界情勢と密接に 関係していたことに 気付き，現代社会 

を 見つめるきっかけになるだろう。 さらに生徒たちに 思考過程のポイントをきちんとおさえ さ 

せることで，問題を 解決する力をはやくませることかでき ，よりよい生き 方を求めて自分の 考 

えを決定することができるであ ろうと考える。 

(2)  生徒 観 
素直な生徒 か 多く，学習に 対して真面目に 取り組むか，与えられた 課題から発展して 取り組 

したり，自ら 進んで問題を 見つけてそれを 追究しょうとする 生徒は少ない。 また，大胆な 発想 

や 自説を強く主張することか 少なく，ものごとを 深く ， 広く考えようとしない 傾向も見られる。 

また，学習に 対する基本的な 習慣が身について L.) ない生徒や人との 関わりが苦手な 生・ 徒か 多く 

見られるようになってきている。 

私たちの人生は 問題解決の連続であ る。 変化の激しいこれからの 社会を生きていくには 常に 

新しい知識，技能や 資質を獲得してそれぞれの 問題に対応しなければならない。 木 検証授業で 

はやくみたい 問題解決 カ とは，この「生きるために 必要な問題解決 力 」であ る。 

以上のことをふまえ ，「様々な人や 物と主体的に 関わりを持ち ，自分自身の 考えや生き ガ を 

見つめながら 自ら進んで学ぶ 生徒の育成」と「人生において 様クな 問題に対応しながらよりよ 

く ，たくましく 生きていける 生徒の育成」を 目指したい。 
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4  指導計画 (6 時間 ) 
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5  本時の活動 (1/6   
(1 )  本 時のねら ぃ 
0  提示された資料 ( 教材 ) に興味・関心をもたせる。 

0  提示された資料 ( 教材 ) から，疑問 ( 矛盾 ) 点を見つけられるようにする。 
0  推論を立て，調査 ( 学習 ) 計画をつくる。 

(2)  本 時の展開 

過程 授業の流れ 生 徒 の 活 動 教 師 の 支 援 評 Ⅱ -@ 価 

"" 沖 0 今までの授業内密を 確認 0 今までの授業内容にっ い 
する。 ての話をする。 

  
  況 報告書の提示 0 状況報告書を 読む。 0 状況報告書を 提示し読み 0 資料内容を把握 

  

合わせをする。 できたか。 

一 。 " 。 "" 。 "" 。 "   0 自由に推論させる。 0 自分なりの推論 

展     
か 立てられた 匝 0 推論を発表，する。 0 多様な視点．かあ ることに か。 

  
気 づかせる。 

幸明方法を考える 0 全体解明に必要なこと ( も 0 良い方法 か 考えられるよ 0 解明方法を考え 

  

の ) を 考える ぅ 助言する。 ることかできた 

か O 

牟 朔方法の発 0 全体解明の方法を 発表す 0 目撃情報の必要性に 気づ 

  
る 。 かせる。 

" 一 。 """ 。 "" 。 "   0 遺留品を提示し ，説明す 

0 疑問点を見つける。 る 。 

0 疑問点か見つけられるよ 0 疑問に居、 っ たこ 

ぅ 助言する。 とを見つけた 

4  0 か O 

分， 。 査 計画をつくる 0 推論を確かなものにする 0 自分の推論をもとに 他者 0 適切かつ効率的 

ための調査計画を 立てる。 の意見や参考文献をも 参 な調査計画を 立 

者 にしなから調査計画を てられたか。 

才子うよう助言する。 
  

、 匝 0 これからの授業の 流れを 0 次 時からの授業の 流れを 
と 確認する。 説明し，推論や 調査計画 

め か 立てられない 生徒は引 

き 続き助言する。 

5 分 
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6  提示資料および 各種プリント 

社会科の基礎・ 基本部分であ る「社会的なものの 見ガ・考え方」，そして 問題解決的な 学習を通し 

て ，自己解決できる 力をつけさせるために ，資料開発を 行った。 その結果，問題解決的な 学習が活発 

に 展開し，地域教材の 開発の意義に 即した思考・ 判断・行動の 螺旋的 ( スバイラル ) 拡大が見られた。 
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7  本時の評価 
( 1)  意欲的に本時の 授業に参加することができたか。 

(2)  提示された資料 ( 教材 ) から，疑問 ( 矛盾 ) 点を見つけられたか。 
(3)  推論を立て，調査 ( 学習 ) 計画をつくることができたか。 

8  本時の反省 

0  意欲的に授業に 参加する態度が 多く見られ，興味・ 関心は高められた。 それを持続させるため 
にも教師の支援は 重要になってくる。 

0  自分なりの推論を 立てられる生徒がかなりいた。 

0  資料は個々に 配布するよりも 実物なりのものを 全面掲示することによって ，さらに興味・ 関心 
が 高められたのではないか。 

0  資料中に読解困難な 漢字が多数あ り，内容全体の 把握に時間がかかった。 また，資料数を 必要 

最低限，を提示することによって 学習計画の，見通しを 容易にたてられるのではないか。 

0  一時間で内容把握・ 問題点の発見・ 学 習計画立案・ 自己評価を行 う には難かあ る。 学習計画の 

立案は，問題解決に 見通しをもって 取り組ませるために 重要であ るので，その 部分は一時間を 設 

定 してもよかった。 

Vl 研究の成果と 課題 

1  研究の成果 

( 1 )  授業後の感想文の 考察 
0  この授業はとても 楽しかった。 やり 

方もおもしろかったし ，何もねからな 

いところから 事件を解明するのもお 

もしろかった。 もっと知りたいことも 

あ ったので，自分で 調べてみ ようと 

思った。 こんな授業がもっとあ ってほ 

しいです。 

0  この授業をして 調べていくうちに 友 

達のいろんな 意見が出て，自分たちで 

推理していくのが 楽しくなっていきま 

した。 また，自分たちの 身近にはいっ 

ぱいの歴史があ って，その歴史をもっ 

と知りたいという 気持ちがねいてきま 

した。 あ んなで調べ ， 考えて，発表し 

てとても楽しかったです。 

0  自分とは違った 意見がいっぱい 聞け 
てよかったと 思います。 

0  とても楽しかった。 次は戦争のこと 

を調べてみたい。 

0  授業ではいろいろな 謎があ ったけれ 

ど ，資料を調べたり ，聞き込みをした 

りして解決していきました。 歴史って 

こんなふうに 調べていくのかなあ と 思、 

った 。 

0  いろいろな角度から 事 Ⅱを見ると， 

たくさんのことがわかりました。 

0  最初は推理と 歴史は関係ないと 思っ 

ていたけど，自分たちで 調べていくの 

がおもしろいと 思いました。 身近な歴 

史について，もっと 関心を持っていけ 

たらいいなあ と思いました。 

0  最後にかんなの 推理を聞いて ，やっ 

とわかったような 気がした。 あ んなや 

先生の話を聞いてなるほどと 思うとこ 

ろがたくさんあ った。 沖縄に住んでい 

るけど沖縄の 歴史は全然ねからなかっ 

た 。 昔の沖縄は外国ともいろんな 関係 

があ ったんだなあ と思った。 

意欲的に問題解決を 行っていたことや 

地域の歴史への 興味・関心が 高まったこ 

と ，さらに新たな 問題 ( 課題 ) を追究し 

てみたいなど ，仮説を裏 付ける内容が ， 

多くの感想文から 読みとれた。 
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(2)  アンケートの 考察 

社会科の授業は 好きですか   

授業前 4                                                                                                                                                    Ⅰ「 緩                                                                                                                                                                                                                                                                                                               :24                                                                                                                                                     
授業後 26                           m@@e                                                         
0% 20%@ 40%@ 60%@ 80%@ 100% 

授業前は好きでも 嫌いでもな 

口 はい 

囲いいえ 
授業後は好きと 答えた 牛 ，徒が急 、 

口 どちらでもな い   増している。 全体として社会科                       い 生徒の割合が 半数を超えたが ， 
の 授業を楽しいと 感じ，興味   

関心度が高まったといえる。 

  
社会科の授業で 自分から進んで 調べたり発表や 発 

冒 さしていますか 

授業前       一 " 一     
授業後 29   

    
匪二     

  0% 20% 40% 60% 80% Ⅰ 00% 

授業前はほとんどの 生徒が授 

業への積極的な 参加を・行って い 

ないが， 本 検証授業を通して ， 

積極的に参加していたことがい 

える。 

  
社会科の授業で「なぜだろう」「もっと 知りたい」と 思うこと 

はあ りますか 
授業前に比べて ，疑問に居、 う 

ことや事象を 追究してみたいと 

授業前 10                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              % 億                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         

    
授業後 32     

であ る「問題の把握」がきちん   

0% 20% 40% 60% 80% 100% と 行われ，その 能力が高まった 

といえる。 

  全体として，教師主導型より 
どのような社会科の 授業が好きですか も生徒主体の 授業を望んでいる 
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社会科で問題を 謂べるとき、 どんな方法で 謂 べていますか 

授業前 

  

授業後 

  20 40 60 80 100 120 

口教科書 
目資料集 

ロ 参考書 

吻 図書館の本 

田聞き取り 

巨 インターネット・ 

140  目その他   

ネ
い
 

一
て
 

タ
し
 

イ
借
 

ろ
ン
増
 
。
 

・
が
え
 

り
数
い
 

取
縄
 が
 

き
の
と
 

聞
段
こ
 

手
た
 

料
究
れ
 

資
 
追
ね
 

館
て
行
 

垂
口
べ
に
 

阿
比
 
発
 

 
 料

業
習
 

資
授
字
 

，
た
べ
 

ず
ま
 
調
 

ら
 
ま
る
し
 

ど
ぃ
索
 

と
て
 
模
 

に
れ
 
を
 

み
わ
法
 

0
%
 

方
 

書
こ
 
究
 

 
 

 
 取

れ
分
 

）
に
 
目
 

報
岐
 

清
多
 ら
 

（
ど
か
 

料
 
な
と
 

資
ト
こ
 

ッ
る
 

  

社会科の授業でわからないところがあ れば、 級友や先 
と相談して解決   

授業前 Ⅰ 2       
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比べて，級友や 先生 

問題解決を図った 生 

いることから ， 自分 

を他者とよりよく「 関 

ながら，思考を 深め 

  
0% 20% 4 ㎝ 6 ㎝ 80 托 ] ㏄ %   ることができたといえる。 

  
  

  
沖縄の歴史に 興味があ りますか   身近な地域の 歴史を取り入れ 

たことにより ，興味・関心をも 

口 いいえ 
った 生徒 か 増えていることか ら 

ロ どちらでもない   提示した教材や 問題解決的な 字 
  習 形態か，持続性をもって 生徒 

0% 20%  40%  60%  80%  100% の 興味・関心を 高めたことがい 

える。 

(3)  作業仮説 1 について 問題解決的な 学習に取り組ませる 際， 

「誰でも容易に 理解できるもの」「 意 初期の問題把握 か 学習の方向性を 決める 

外牲 のあ るもの」「追究・ 探究心をくす 重要な活動であ ると考える。 

ぐるもの」「内密に 発展性のあ るもの」 (4)  作業仮説 2 について 

という教材内容の 四つの柱を提示資料に 0  既習事項をもとに 共通点や相違点を 

盛り込んたことで ，社会事象に 対して 疑 考えさせる支援を 行うことで，生徒は 

問 をもち，追究してみようという 態度か 問題把握がしやすくなった。 

見られ，社会事象に 対する興味・ 関心か 0  問題解決のための 実行可能な計画を 

高まり，目ら 学習するテーマ 設定かしや 立てさせる支援を 行 う ことで，生徒は 

すくなった。 学習に見通しを 持ち，意欲的に 取り組 
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むことができた。 

0  問題を多面的・ 多角的にとらえさせ 

る支援を行うことで ，生徒は主体的に 

問題解決に取り 細み ， 新しいものの 見 

方ができた。 

0  グループで協力して 問題解決を図る 

支援を行 う ことで，生徒は 問題発見や 

追究の場面などで 自らの考えを 出しや 

すくなり，問題追究に 深まりがでた。 

また，級友の 良さを知ると 同時に， 

級友から認知されることで ， 人 と関わ 

り合いながらよりよく 問題を解決して 

いこうとする 姿勢が生まれた。 

0  自己評価や相互評価カードなどを 適 

時支援に生かすことにより ，持続的に 

生徒の学習意欲を 高めることができた 

( 下のグラブ参照 ) 。 

 
 

学習意欲の自己評価 

内容を っ かむ 
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まとめる」 
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(5)  作業仮説 3 について 

新課程に基づく 歴史的分野の 年間指導 

計画 ( 試案 ) のなかで，地域史を 関連また 

は 特設教材として 系統的に扱い ，またそ 

の中で歴史学の 学問概俳を獲得させるた 

めに，問題解決的な 学習形態の単元を 設 

定したことにより ，琉球・沖縄の 歴史が 

当時の日本や 世界情勢と密接に 関係して 

いたことに気付き ，身近な歴史に 興味・ 

関心か高まり ，地域に対する 理解が深ま 

った 。 

2  今後の課題 

0  誰でも容易に 理解できる資料開発と 提示 

の工夫。 

0  地域にはたらきかける 学 習形態の開発。 

0  問題解決的な 学習の形態を 日常の学習 活 

動で 継続的に取り 組む。 

0  生徒が自ら問題を 追究・解決できるよう 

なゆとりをもった 学習時間の確保。 

おわりに 

本研究は，「暗記型」社会科教育から「思考型」 

への転換で，社会科における「生きる 力 」をはぐ   

く むことを目指し ，「生きる 力 」や問題解決的な 

学習，地域素材の 教材化についての 理論研究と， 

それに基づいて「思考」重視のイギリスの 歴史教 

育教材を例に 授業実践を行ってきた。 今後，新た 

な 授業実践を行っていくとともに ，その実践上の 

問題点を明確にして ，社会科における「生きる 力 」 

を生徒にはぐくむことができるよう 努力していき 

たい。 

最後に教科指導員として 御 指導いたたきました 

溝川中学校教諭の 与 儀 喜一郎先生，また 6 ケ 月間 

という長期にねたる 教育研究の機会を 与え支援し 

てくださいました 浦添市立港 )l@ 学校の棚原山 栄 
校長をはじめとする 諸先生方や浦添市教育委員会 

の先生方，そして 当 研究所の新城所長， 池 Ⅲ係長， 

与古 m 主事， 他 職員の皆様に 心から感謝 申 し上げ 

ます。 あ りがと う ございました。 

/ 夕ぴ 
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